様式第１号（その２）記載例
（サービス業の場合）


富山県エコ事業所認定申請書

令和〇年〇月〇〇日

富山県知事　新田　八朗　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者

[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　　　富山市○○町一丁目２番３号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社○□コンサル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　代表取締役　富山　太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　属　　総務課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　高岡　太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　０７６－△△△－○○○○

富山県認定エコ事業所としての認定を受けたいので、富山県リサイクル認定事業実施要綱第３条第１項の規定により、関係書類を添えて申請します。

	1　認定を受けようとする事業所
	名称
	株式会社○△コンサル　富山事務所

	
	所在地
	富山市□□町１－３

	
	代表者氏名
	事務所長　　○○　○○

	2　事業所の概要
	事業内容
	経営コンサルティング

	
	業種
	サービス業

	
	従業員数
	　　　　　　　　　　　　　１６０　人

	
	製造品出荷額等
	　　　　　　　　　　　　　　－　　円／年

	
	廃棄物排出量
	　　　　　　　　　　　　　　１９　　トン／年



＜廃棄物の発生抑制、循環利用（再使用・再生利用・熱回収）の取組み＞

	取組みの概要
	・社内文書のコピーミス削減、両面印刷、片面使用済み用紙の再利用等により、紙資源を節減している。
・電子メールの活用等、順次ペーパーレス化を行っている。
・ごみの分別を徹底し、資源への再資源化に努めている。
・事務用品を注文する際には、過剰な梱包をしないよう依頼している。

	取組みの効果
　　　　　　注１）
	（詳細を下表(廃棄物の発生量及び処分量等)に記載すること）

・最終処分量を平成30年度において60％削減(例：平成25年度比)した。
・平成25年度に減量化・循環利用率90%を達成し、以降継続している。

	将来の目標
	（令和５年度目標）
・最終処分量を廃棄物発生量の5％以下に抑える。
・減量化・循環利用率を91％(平成30年度)から95％(令和５年度)までに増加させる。

	今後の課題、構想等
	・ペーパーレス化の対象を拡大したい。（給与明細など）

	その他
	再資源化の委託先から再生品を買い戻している。


注１）取組みの効果は、基準となる年度(概ね５年前)を明確にし、削減率等を具体的に記入すること。

（廃棄物の発生量及び処分量等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：トン）
	年度
注２)
	製品生産量
	廃棄物発生量
	減量化量
	再使用量・熱回収量
	再生利用量
	最終処分量
	減量化・循環利用率（％）
注３)

	平成
25年度
	-
	15.1
	-
	-
	13.6
	1.5
	90

	28年度
	-
	19.5
	-
	-
	17.2
	2.2
	89

	29年度
	-
	19.1
	-
	-
	17.4
	1.7
	91

	30年度
	-
	19.0
	-
	-
	17.3
	1.7
	91


注２）一番上段の年度は、上記の「取組みの効果」で記載している基準年度を記入し、その下には、認定申請時直近の３年度分の実績を記入すること。
注３）減量化・循環利用率＝（減量化量＋再使用量＋熱回収量＋再生利用量)／発生量×100

＜廃棄物の減量化、リサイクル等についての創意工夫による取組み＞

	廃棄物の減量化、リサイクル等に関する工夫の内容
注４）
	

	取組みによる効果
	

	今後の課題、構想等
	

	その他
	


注４）自社で開発した技術による手法や既存の技術を改善した手法などを記入すること。

＜環境に配慮した事業活動の取組み＞

	ISO14001を取得するなど環境管理システムの構築による環境保全活動の取組み

	○ISO14001の認証取得　（取得年月：　　　　年　　月）
富山事務所において、エコアクション21を取得した。
（H17取得、29年最終更新）

	
	○その他環境会計、環境報告書の導入
平成15年から環境方針、環境目標、環境活動計画を策定し、取り組んでいる。

	
	取組みの概要
取締役社長を最高経営層とした体制を確立し、環境方針に基づき、
①環境保全活動の組織、マニュアル等の整備
②法律の遵守
③環境に関する社会活動による社会貢献
等５つの環境目的を設定している。

	
	取組みの効果
・廃棄物の排出量、リサイクル率などについて、環境目標が達成できた。

	省エネルギーやエネルギーの有効利用等の取組み
	取組みの概要
使用する燃料、電気、水道等の使用量を令和５年までにそれぞれ６％、５％、７％の削減（平成25年比）を目標としている。

	
	取組みの効果
省エネルギーに配慮した機器の導入、プラントの改善効果により、燃料、電気、水道の使用量は平成30年度で３％、３％、５％削減（平成25年比）された。

	環境関係法令の
遵守
	環境関連法規による規制はないが、リサイクル出来ない廃棄物は、廃棄物処理法に基づき適正に処理を行っている。

	製品や資材の調達にグリーン購入の実践
	取組みの概要
紙類、ＯＡ機器などの品目について、判断基準、調達目標を定めたグリーン購入調達方針を運用している。

	
	取組みの効果
30年度では、すべての品目で調達目標を達成した。

	温室効果ガスの削
減など、地球温暖
化防止への取組み
	温室効果ガスの削減目標
地球温暖化を防止するため、事務所から排出される二酸化炭素の排出量を令和５年度までに平成25年度比で30％削減することとしている。

	
	取組みの概要
自然エネルギーによる発電装置の導入、照明、ＯＡ機器の節電の徹底などを実施している。

	
	取組みの効果
30年度は、ＣＯ２の排出量が25年度比で20％削減された。



次の書類を添付すること。
＜添付書類＞
　１　事業所の位置図（廃棄物の保管場所、保管面積、掲示板の有無を明記すること）
　２　廃棄物の排出、処理状況、委託先がわかるフロー図
　３　その他、事業所の取組み状況がわかる書類 



廃棄物の排出、処理状況フロー図（30年度実績）


最終処分量：1.7t
混合廃棄物 1.7t

無処理量：
     0t



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　((株)○○へ委託処理)

発生量：19.0t 
紙類  16.0t
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 1.1t
金属くず 0.20t
その他混合廃棄物
1.7t

中間処理量：
　　19.0t


再生利用量：
17.3kg
紙類  16.0t
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 1.1t
金属くず   0.2t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　減量化量：0t


　　　　　　　　　　　　　　再使用量：0t




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紙類: (株) ○○へ委託処理
                         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒再生紙
廃ﾌﾟﾗ: (株) ○○へ委託処理
　　　　 ⇒再生プラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 金属くず: (株) ○○へ委託処理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⇒金属回収


